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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

本標準はＩＴＵにおいて制定されたＨ．３２３のための名前通知サービスＨ．４５０．８第１版（２０００

年）に準拠している。 

 

２．上記勧告等に対する追加項目等 

本標準では国際標準において編集上の誤りと考えられる点については修正すると共に本文中にその旨を「注

記」として明記した。 
 
３．改版の履歴 

版 数 制 定 日 改版内容 

第 1版 

 

 

 

 

２０００年４月２０日 制定 

 
４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 
５．その他 

(1)参照している勧告、標準等 

ＩＴＵ－Ｔ勧告： 

  H.323、 H.225.0、 H.245、 H.450.1、H.450.8 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： 

   ISO/IEC 10646-1 

ＴＴＣ標準： 

 JT-H323、JT-H225.0、JT-H245、JT-H450.1 

 

 (2)他の国内標準との関連 
 
 



  ＪＴ－Ｈ４５０．８ 

目次 

要約 ..........................................................................................................................................1 

1 適用範囲.....................................................................................................................2 

2   参照している標準 ....................................................................................................2 

3 用語と定義.................................................................................................................2 

4 略語.............................................................................................................................2 

5 概要.............................................................................................................................3 

5.1  発信ユーザ名表示.................................................................................................3 

5.2  発信ユーザ名表示制限.........................................................................................3 

5.3  接続先ユーザ名表示.............................................................................................3 

5.4  接続先ユーザ名表示制限.....................................................................................4 

6 メッセージおよび情報要素.....................................................................................4 

6.1  発信ユーザ名情報.................................................................................................4 

6.2  接続先ユーザ名情報.............................................................................................4 

6.3  呼出ユーザ名情報.................................................................................................4 

6.4  ビジーユーザ名情報.............................................................................................5 

7 発信エンドポイントでの動作.................................................................................5 

7.1  発信エンドポイントとしてのゲートウェイ.....................................................5 

7.2  発信エンドポイントとしての端末およびMCU................................................5 

8 着信エンドポイントでの動作.................................................................................6 

8.1  着信エンドポイントとしてのゲートウェイ.....................................................6 

8.2  着信エンドポイントとしての端末およびMCU................................................6 

9 ゲートキーパーでの動作.........................................................................................6 

9.1  発信エンドポイントとしてのゲートウェイ.....................................................6 

9.2  発信エンドポイントとしての端末およびMCU................................................6 

9.3  着信エンドポイントとしてのゲートウェイ.....................................................7 

9.4  着信エンドポイントとしての端末およびMCU................................................7 

付属資料 A ..............................................................................................................................8 
 



 － 1 － ＪＴ－Ｈ４５０．８ 

要約要約要約要約 

 

本標準はJT-H323（パケットに基づくマルチメディア通信システム）のための名前通知付
加サービス機能について記述する。 

 

これらの機能は以下の通りである。 
• 発信ユーザ名表示、表示制限 
• 接続先ユーザ名表示、表示制限 
• 呼出ユーザ名表示、表示制限 
• ビジーユーザ名表示、表示制限 
 

発信ユーザ名情報は発信エンドポイント、あるいはゲートキーパー経由呼モデルを使用時
にゲートキーパーから提供される。接続先ユーザ名情報、呼出ユーザ名情報、またビジー
ユーザ名情報は応答ユーザ、呼出ユーザ、ビジーユーザ相互から、ゲートキーパー経由呼
モデルを使用時にはゲートキーパーから提供される。 
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JT-H.323のための名前通知付加サービス 

1 適用範囲適用範囲適用範囲適用範囲 

本標準は、JT-H323（パケットに基づくマルチメディア通信システム）によってサポート
されるさまざまな基本サービスに適用される名前通知付加サービスついて記述する。 

 

2            参照している標準参照している標準参照している標準参照している標準 
以下に示す TTC標準（ITU-T勧告およびその他の参照文献）は、本標準を構成する規定が
含まれており、本標準の本文中から参照されている。 

本標準出版時には、以下に示す版が有効であった。全ての標準/勧告や参照文献は改訂さ
れることがある。そのため、本標準を使用する場合は、以下に挙げた標準/勧告およびそ
の他の参照文献について、最新版の適用可能性を調べることが望ましい。最新版の TTC
標準/ITU-T勧告リストは定期的に出版されている。 

TTC標準JT-H323 第2.2版(1999): パケットに基づくマルチメディア通信システム 

TTC標準JT-H225.0 第2版(1998):サービス非保証型ＬＡＮでのメディアストリームのパケッ
ト化および同期化 

TTC標準JT-H245 第3版(1998):マルチメディア通信制御用プロトコル 

TTC標準JT-H450.1 第1版(1998): JT-H323における付加サービス実現のための汎用機能プロ
トコル 

ISO/IEC 10646-1 "Information Technology - Universal Multiple Octet Coded Character Set (UCS) 
- Part I: Architecture and basic multilingual plane". 

3 用語と定義用語と定義用語と定義用語と定義 

本標準では、JT-H323で定義されている用語、定義を用いる。 

  

（補足）なお、本標準において、ASN.1で定義される用語については原則として原文を使
用することとする。 

 

4 略語略語略語略語 

本標準のために以下の略語を使用する。 

ASN.1 Abstract Syntax Notation No. 1 

抽象構文記法1 

APDU Application Protocol Data Unit 

アプリケーション・プロトコル・データユニット 
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GK Gatekeeper  

ゲートキーパー 

NFE Network Facility Extension 

拡張ネットワークファシリティ 

SCN Switched Circuit Network 

回線交換ネットワーク 

 

 

5 概要概要概要概要 

5.1     発信ユーザ名表示発信ユーザ名表示発信ユーザ名表示発信ユーザ名表示 

発信ユーザ名表示は着信ユーザに対して発信ユーザの名前を提供する機能である。発信ユ
ーザ名は発信エンドポイントから、あるいはゲートキーパー経由呼がパケットネットワー
ク上で発呼されたときにはゲートキーパーから提供される。呼が発信側エンドポイントを
登録しているゲートキーパーを経由するとき、そのゲートキーパーは提供されている名前
が実際に発信ユーザかどうかを確認する検証サービスを提供してもよい。ゲートキーパー
は発信ユーザから名前が提供されていないときや、発信ユーザが不正な名前を提供してい
るときにも、発信ユーザ名を提供してもよい。ゲートキーパーが名前情報を取得する方法
は実装上の問題であり、本標準の適用範囲外である。 

呼が回線交換ネットワークで発呼され、ゲートウェイ経由でパケットネットワークに入っ
た場合、ゲートウェイは回線交換ネットワークから提供された発信ユーザの名前情報をパ
ケットネットワークに通過させなければならない。 

 

5.2     発信ユーザ名表示制限発信ユーザ名表示制限発信ユーザ名表示制限発信ユーザ名表示制限 

発信ユーザ名表示制限は発信ユーザ、あるいは発信ユーザのゲートキーパーに対して、着
信ユーザに対する発信ユーザの名前表示を制限することを許可する機能である。この機能
はエンドポイント、あるいはゲートキーパー経由呼時にゲートキーパーが持つ。 

発信ユーザ名表示制限が通知されているいくつかの場合において、表示制限が無効にされ
るような状況が存在する。（例えば、着信ユーザが緊急サービスを提供しているときな
ど） 

5.3     接続先ユーザ名表示接続先ユーザ名表示接続先ユーザ名表示接続先ユーザ名表示 

接続先ユーザ名表示は発信ユーザに対して接続先ユーザの名前を提供する機能である。接
続先ユーザ名は接続先エンドポイントから、あるいはゲートキーパー経由呼時にはゲート
キーパーから提供されてもよい。呼が接続先エンドポイントを登録しているゲートキーパ
ーを経由するとき、そのゲートキーパーは接続先ユーザによって提供されている名前を検
証するサービスを提供してもよい。ゲートキーパーは接続先ユーザから名前が提供されて
いないときや、接続先ユーザが不正な名前を提供しているときにも、接続先ユーザ名を提
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供してもよい。ゲートキーパーが名前情報を取得する方法は実装上の問題であり、本標準
の適用範囲外である。 

また、オプションとして呼出ユーザ名あるいはビジーである着信ユーザ名を発信ユーザに
表示することも含まれる。呼出ユーザ名およびビジーユーザ名を表示するためのオペレー
ションは接続先ユーザ名表示と同様である。 

 

5.4     接続先ユーザ名表示制限接続先ユーザ名表示制限接続先ユーザ名表示制限接続先ユーザ名表示制限 

接続先ユーザ名表示制限は接続先ユーザ、あるいは接続先ユーザのゲートキーパーに対し
て、発信ユーザに対する接続先ユーザの名前表示を制限することを許可する機能である。
この機能はエンドポイント、あるいはゲートキーパー経由呼時にゲートキーパーが持つ。 

呼出ユーザ名およびビジーユーザ名を表示制限するためのオペレーションは接続先ユーザ
名表示制限と同様である。 

 

6 メッセージおよび情報要素メッセージおよび情報要素メッセージおよび情報要素メッセージおよび情報要素 

6.1     発信ユーザ名情報発信ユーザ名情報発信ユーザ名情報発信ユーザ名情報 

発信ユーザ名情報はJT-H225.0呼設定メッセージ中のh4501SupplementaryService APDUによ
って送信されなければならない。callingNameオペレーションのAPDUは本標準の付属資料 
A に記載しているName-Operations中に定義されている。 

Name-Operations中に定義されたオペレーションのインボークAPDUを伝達するとき、NFE
のdestinationEntityデータ要素はendpoint値を含まなければならない。 

6.2     接続接続接続接続先ユーザ名情報先ユーザ名情報先ユーザ名情報先ユーザ名情報 

接続先ユーザ名情報はJT-H225.0応答メッセージ中のh4501SupplementaryService APDUによ
って送信されなければならない。connectedNameオペレーションのAPDUは本標準の付属資
料 A に記載しているName-Operations中に定義されている。 

Name-Operations中に定義されたオペレーションのインボークAPDUを伝達するとき、NFE
のdestinationEntityデータ要素はendpoint値を含まなければならない。 

 

6.3     呼呼呼呼出ユーザ名情報出ユーザ名情報出ユーザ名情報出ユーザ名情報 

 

呼出ユーザ名情報はJT-H225.0呼出メッセージ中のh4501SupplementaryService APDUによっ
て送信されなければならない。alertingNameオペレーションのAPDUは本標準の付属資料 A 
に記載しているName-Operations中に定義されている。 

Name-Operations中に定義されたオペレーションのインボークAPDUを伝達するとき、NFE
のdestinationEntityデータ要素はendpoint値を含まなければならない。 
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6.4     ビジビジビジビジーユーザ名情報ーユーザ名情報ーユーザ名情報ーユーザ名情報 

ビジーユーザ名情報はJT-H225.0解放完了メッセージ中のh4501SupplementaryService APDU
によって送信されなければならない。busyNameオペレーションのAPDUは本標準の付属資
料 A に記載しているName-Operations中に定義されている。 

Name-Operations中に定義されたオペレーションのインボークAPDUを伝達するとき、NFE
のdestinationEntityデータ要素はendpoint値を含まなければならない。 

 

7 発信エンドポイ発信エンドポイ発信エンドポイ発信エンドポイントでの動作ントでの動作ントでの動作ントでの動作 

7.1     発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ 

発信ユーザ名は6.1節に記載されているように、他のネットワークから有効な信号を取得
し、JT-H323環境へ転送されなければならない。名前が取得できない場合、callingNameオ
ペレーションのName要素はnameNotAvailableを示さなければならない。名前が取得でき、
その表示に対する制限が記されていた場合、callingNameオペレーションのName要素は
namePresentationRestrictedを示さなければならない。名前が取得でき、その表示に対する制
限が存在しなかった場合、callingNameオペレーションのName要素は
namePresentationAllowedを示さなければならない。 

JT-H225.0応答、呼出あるいは解放完了メッセージ（ビジーユーザ名を示す）に含まれて
いるJT-H323環境で利用できる名前情報は他のネットワークの信号形式に変換されなけれ
ばならない。 

 

7.2     発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末およびMCU 

パケットネットワーク上から発信された呼のために、発信端末およびMCUは6.1節に記載
されているように呼設定メッセージを送信してもよい。着信ユーザに対しての名前表示が
望ましい場合、callingNameオペレーションのName要素はnamePresentationAllowedを示すべ
きである。着信ユーザに対しての名前表示が制限されていた場合、callingNameオペレーシ
ョンのName要素はnamePresentationRestrictedを示すべきである。 

connectedName,  alertingName, および busyName APDU を含むJT-H225.0応答、呼出および解
放完了メッセージを受信する端末およびMCUは、Name要素がnamePresentationRestrictedを
示すとき名前情報を表示すべきでない。 
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8 着信エンドポイントでの動作着信エンドポイントでの動作着信エンドポイントでの動作着信エンドポイントでの動作 

8.1     着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ 

JT-H225.0呼設定メッセージを受信するゲートウェイはcallingName APDU中の名前情報を
他のネットワークの信号形式に変換しなければならない。 

他のネットワークから信号情報を受け取り、その結果JT-H323環境にJT-H225.0呼出、応答
および（ビジーユーザの場合）解放完了メッセージをゲートウェイが他のネットワークの
信号情報から名前情報を取得したとき転送する。ゲートウェイは6.2、6.3および6.4節に記
載されているように、適切なJT-H225.0メッセージ（応答、呼出および解放完了）を送信
しなければならない。 

8.2     着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末およびMCU 

JT-H225.0呼設定メッセージを受信する端末およびMCUは、Name要素が
namePresentationRestrictedを示しているとき名前情報を表示すべきでない。 

JT-H225.0呼設定メッセージを受信する端末およびMCUは、6.2、6.3および6.4節に記載さ
れているように呼出、応答および解放完了に名前情報を含んでもよい。発信ユーザに対す
る名前表示が望ましい場合、alertingName、connectedName、および busyName Nameオペレ
ーションのName要素はnamePresentationAllowedを示すべきである。着信ユーザに対する名
前表示が制限されている場合、 alertingName、connectedName、およびbusyNameオペレー
ションのName要素はnamePresentationRestrictedを示すべきである。 

 

 

9 ゲートキーパーでの動作ゲートキーパーでの動作ゲートキーパーでの動作ゲートキーパーでの動作 

ゲートキーパー経由時には、ゲートキーパーは名前情報を提供してもよいし、検証サービ
スを提供してもよい。ゲートキーパーによって提供されるサービスはエンドポイントのタ
イプに依存する。 

9.1     発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ発信エンドポイントとしてのゲートウェイ 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはゲートウェイから送信された呼設定メッセ
ージ中の情報を変更すべきでない。これは電話網が正確な情報を提供していることを仮定
している。 

9.2     発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末および発信エンドポイントとしての端末およびMCU 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーは発信ユーザがゲートウェイでなければJT-
H225.0呼設定メッセージで名前情報を提供してもよい。ゲートキーパーは発信ユーザによ
って提供されていないときに、あるいはゲートキーパーがその名前が正しいものでないと
決定したときに名前情報を提供してもよい。ゲートキーパーが名前情報を正しいものでな
いと決定する手段は、実装上の問題であり、本標準の適用範囲外である。 
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ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはJT-H225.0呼出、応答、および解放完了メ
ッセージから名前情報を取り除く（名前オペレーションAPDUを提供しない）ことによっ
て、あるいは、JT-H225.0呼出、応答、および解放完了メッセージのName要素で
nameNotAvailableを示すように置き換えることによって表示制限を提供しても良い。 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはその表示通知を無効にしてもよい。例え
ば、ゲートキーパーは発信エンドポイントが（緊急サービスからの呼のためなど）名前情
報をユーザに提供すべきときにnamePresentationRestrictedをnamePresentationAllowedに変更
してもよい。 

 

9.3     着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ着信エンドポイントとしてのゲートウェイ 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはゲートウェイから送信された応答、呼出、
解放完了メッセージ中の情報を変更すべきでない。これは電話網が正確な情報を提供して
いると仮定しているためである。 

 

9.4     着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末および着信エンドポイントとしての端末およびMCU 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーは発信ユーザがゲートウェイでなければJT-
H225.0呼設定メッセージで名前情報を提供してもよい。ゲートキーパーは呼出、応答、お
よびビジーユーザによって提供されていないときに、あるいはゲートキーパーがその名前
が正しいものでないと決定したときに名前情報を提供してもよい。ゲートキーパーは名前
情報が正しいものでないと決定する手段は実装上の問題であり、本標準の適用範囲外であ
る。 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはJT-H225.0呼設定メッセージから名前情報
を取り除く（名前オペレーションAPDUを提供しない）ことによって、あるいはJT-H225.0
呼設定メッセージのName要素でnameNotAvailableを示すように置き換えることによって表
示制限を提供しても良い。 

ゲートキーパー経由の場合、ゲートキーパーはその表示通知を無効にしてもよい。例え
ば、ゲートキーパーは着信エンドポイントが（例えば緊急サービスからの呼のために）名
前情報をユーザに提供すべきときにはnamePresentationRestrictedをnamePresentationAllowed
に変更してもよい。 
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付属資料付属資料付属資料付属資料 A 

本付属資料では名前通知付加サービスのオペレーションおよび要素のASN.1定義を提供す
る。 
 
Name-Operations 
 {itu-t recommendation h 450 8 version1(0) name-operations(0) } 
 
DEFINITIONS AUTOMATIC TAGS ::= 
BEGIN 
IMPORTS OPERATION, ERROR FROM Remote-Operations-Information-Objects 
  {joint-iso-itu-t remote-operations (4) informationObjects (5) version1 (0) } 
 EXTENSION, Extension {} FROM Manufacturer-specific-service-extension-definition 
  {itu-t recommendation h 450 1 version1 (0) msi-definition (18) } 
 MixedExtension FROM Call-Hold-Operations  
  {itu-t recommendation h 450 4 version1(0) call-hold-operations(0)}; 
 
NameOperations OPERATION ::= 
 {callingName | alertingName | connectedName | busyName} 
 
callingName OPERATION ::= 
{ 
 ARGUMENT SEQUENCE 
 { 
  name  Name, 
  extensionArg   SEQUENCE SIZE (0..255) OF MixedExtension OPTIONAL, 
  ... 
 } 
 RETURN RESULT   FALSE 
 ALWAYS RESPONDS FALSE 
 CODE local:0 
} 
 
alertingName OPERATION ::= 
{ 
 ARGUMENT SEQUENCE 
 { 
  name  Name, 
  extensionArg   SEQUENCE SIZE (0..255) OF MixedExtension OPTIONAL, 
  ... 
 } 
 RETURN RESULT   FALSE 
 ALWAYS RESPONDS FALSE 
 CODE local:1 
} 
 
connectedName OPERATION ::= 
{ 
 ARGUMENT SEQUENCE 
 { 
  name  Name, 
  extensionArg   SEQUENCE SIZE (0..255) OF MixedExtension OPTIONAL, 
  ... 
 } 
 RETURN RESULT   FALSE 
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 ALWAYS RESPONDS FALSE 
 CODE local:2 
} 
 
busyName OPERATION ::= 
{ 
 ARGUMENT SEQUENCE 
 { 
  name  Name, 
  extensionArg   SEQUENCE SIZE (0..255) OF MixedExtension OPTIONAL, 
  ... 
 } 
 RETURN RESULT   FALSE 
 ALWAYS RESPONDS FALSE 
 CODE local:3 
} 
 
Name ::= CHOICE 
{ 
 namePresentationAllowed NamePresentationAllowed, 
 namePresentationRestricted NamePresentationRestricted, 
 nameNotAvailable  NULL, 
 ... 
} 
 
NamePresentationAllowed ::= CHOICE 
{ 
 simpleName SimpleName, 
 extendedName ExtendedName, 
 ... 
} 
 
NamePresentationRestricted ::= CHOICE 
{ 
 simpleName SimpleName, 
 extendedName ExtendedName, 
 restrictedNull  NULL, -- 他のネットワークが名前なしで名前表示を制限する 
               -- 相互接続の場合のみ用いられる 
 ... 
} 
 
SimpleName ::= OCTET STRING (SIZE (1..50)) 
 
ExtendedName ::= BMPString(SIZE (1..256)) --Basic ISO/IEC 10646-1 (Unicode) 
 
 
END -- 名前オペレーション 
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